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初心者講習申込みの受理時における留意事項について（通達）

銃砲刀剣類所持等取締法の一部を改正する法律（令和３年法律第69号）による改正

後の銃砲刀剣類所持等取締法（以下「法」という ）第５条の３に規定する法第４条。

第１項第１号の規定による猟銃又は空気銃（以下「猟銃等」という ）の所持の許可。

を受けようとする者を受講者とする講習会又は法第５条の３の２に規定する法第４条

第１項第１号の規定によるクロスボウの所持の許可を受けようとする者を受講者とす

る講習会（以下「初心者講習」という ）の受講申込みの受理時の留意事項について。

は、下記のとおりであるので、事務処理上遺漏のないようにされたい。

なお、本通達による運用は、令和４年３月15日から実施することとし 「初心者講、

習申込みの受理時における留意事項について（通達 （令和２年３月26日付け警察）」

庁丁保発第81号）は、その実施をもって廃止する。

記

初心者講習の受講を希望する者が、法第５条の４第１項ただし書に規定する者（以

下「欠格者」という ）に該当する場合には、猟銃等又はクロスボウの所持の許可を。

受けることができないが、法上は初心者講習の受講に当たって欠格者に該当するかど

うかを確認することとはされていないので、初心者講習の受講希望者に対しては、受

講申込書を直ちに交付するとともに、欠格者に該当するかどうかについての確認は、

猟銃にあっては法第５条の４第１項の技能検定又は法第９条の５第１項の射撃教習の

申請、空気銃又はクロスボウにあっては法第４条第１項第１号の所持許可の申請があ

った時点で確実に行うこととされたい。

なお、初心者講習の受講希望者に対しては、欠格者に該当する場合には、初心者講

習を受講しても猟銃等又はクロスボウの所持の許可を受けることができない場合があ

ることを説明することとされたい。


